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1415

催
　
し

お
い
し
い
秋
見
つ
け
よ
う

農
業
ま
つ
り
を
開
催
。
農
産
物
の
即

売
会
や
配
布
、
料
理
の
試
食
、
牛
乳
祭

り
、
ミ
ニ
牧
場
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
11
月
10
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

２
時

会
場
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所（
富
田
町
）

問
農
林
課
☎
８
９
８
―
６
７
０
２

活
動
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
ア
ク
テ
ィ
ー

祭
を
開
催
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト・生
け
花
な
ど
の
作
品
展
示
や
フ
ラ・

ウ
ク
レ
レ
の
発
表
、
お
茶
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

問
同
館
☎
２
５
２
―
０
５
０
０

子
ど
も
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

子
ど
も
会
書
道
絵
画
展
を
開
催
。
小

中
学
生
の
書
道
や
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
13
日
㈫
～
18
日
㈰

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

問
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

☎
８
９
８
―
５
８
７
２

前
橋
の
「
和
」
が
臨
江
閣
に
集
う

市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業「
ま

え
ば
し
和
の
文
化
の
集
い
」
を
開
催
。

茶
席
や
華
道
展
、
邦
楽
、
能
舞
台
を
行

う
ほ
か
、
和
菓
子
作
り
実
演
と
無
料
配

布
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

５
時

会
場
＝
臨
江
閣

対
象
＝
一
般
〈
茶
席
〉
先
着
１
，
２
０

０
人〈
和
菓
子
配
布
〉先
着
５
０
０
人

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
６
５
１
６

外
国
人
向
け
の
前
橋
歩
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
合

わ
せ
、
外
国
人
を
対
象
に
し
た
「
前
橋

再
発
見
～
前
橋
を
歩
こ
う
」
を
開
催
。

知
り
合
い
の
外
国
人
に
も
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈮
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所
＝
前
橋
公
園
・
み
ど
り
の
散

策
エ
リ
ア

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
人
、

先
着
20
人

申
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
文
化
国
際
課
☎

８
９
８
―
６
５
１
６
へ

こ
ど
も
図
書
館

☎
２
３
０
―
８
８
３
３

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
11
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・
12
月

１
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、

読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
相
談
な
ど

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
11
月
８
日
㈭
・
29
日
㈭
、
午
前

11
時
30
分
～
正
午　

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び

な
ど

□
ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
・
リ
レ
ー

お
は
な
し
会

日
時
＝
11
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯
、
①
午

前
11
時
②
午
後
１
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

内
容
＝
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
英
語
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

□
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
11
月
25
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午

対
象
＝
１
歳
ま
で
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
み
方

前
橋
文
学
館

☎
２
３
５
―
８
０
１
１

□
没
後
70
年
記
念「
萩
原
朔
太
郎
研
究

会
研
究
例
会
」

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

内
容
＝
都
留
文
科
大
教
授
・
阿
毛
久
芳

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
な
ど

□
芸
術
の
夕
べ「
サ
ッ
ク
ス
と
ト
ー
ク

の
夕
べ
～
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」

日
時
＝
11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

出
演
＝
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
奏
者
・
森
村

恭
一
郎
さ
ん

申
以
上
の
２
つ
は
当
日
会
場
へ
直
接

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
11
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

◦〈
星
座
の
お
話
〉「
あ
ぶ
な
い
！
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
姫
」

日
時
＝
〈
平
日
〉
午
後
３
時
30
分
〈
土 

日
曜
・
祝
日（
３
日
を
除
く
）〉午
前
10

時
・
午
後
１
時
30
分

◦〈
天
文
学
シ
リ
ー
ズ
〉「
流
れ
星
み
ー

つ
け
た
！
」

日
時
＝
土
日
曜・祝
日（
３
日
を
除
く
）、

午
前
11
時
・
午
後
３
時
30
分

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
11
月
10
日
㈯
②
11
月
17
日

㈯
、
午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一

生
」「
小
さ
な
ゆ
う
び
ん
ひ
こ
う
き
ペ

ド
ロ
」②
は「
七
五
三
と
子
ど
も
た
ち
」

「
な
か
よ
し
お
ば
け　

お
ば
け
キ
ャ
ン

プ
旅
行
」

□
図
画
作
品
展

期
日
＝
11
月
10
日
㈯
～
12
月
４
日
㈫

対
象
校
＝
桃
川
小
・
荒
牧
小
・
総
社
小
・

清
里
小
・
勝
山
小
、
南
橘
中
・
六
中

市
民
文
化
会
館

☎
２
２
１
―
４
３
２
１

□
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
レ
ビ
ュ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ「B
.O
.N
.D

」

日
時
＝
12
月
１
日
㈯
午
後
５
時
30
分

費
用
＝
全
席
指
定
６
，
５
０
０
円
（
当

日
証
明
書
提
示
で
、
25
歳
以
下
や
65
歳

以
上
、
障
害
者
の
介
助
者
は
割
引
き
し

ま
す
）

申
同
館
へ

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
―
１
１
０
０

□
シ
ャ
ン
テ
太
鼓
ま
つ
り「
鬼
太
鼓
座　

交
流
公
演
」

日
時
＝
11
月
25
日
㈰
午
後
１
時

費
用
＝
全
席
自
由
２
，
０
０
０
円
（
高

校
生
以
下
は
１
，
０
０
０
円
）

申
同
館
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ☎

２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
11
月
21
日
㈬
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝｢
イ
ヴ
の
総
て｣

（
ベ
テ
ィ
・
デ

イ
ビ
ス
主
演
）

募
　
集

元
気
な
シ
ニ
ア
の
写
真
を
送
っ
て

12
月
２
日
㈰
に
開
催
す
る
介
護
予

防
ま
つ
り
in
ま
え
ば
し
で
行
う
「
前
橋

シ
ニ
ア
元
気
！
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

写
真
を
募
集
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
＝
元
気
な
高
齢
者
の
生
活

申
11
月
16
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
、
写
真
を
添
え
て
市

役
所
介
護
高
齢
課
（
☎
８
９
８
―
６
１

３
３
）へ
郵
送
か
直
接

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

☎
２
６
５
―
０
９
０
０

□
経
験
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
11
月
27
日
～
12
月
20
日
の
火
木

曜
８
回
、
午
後
７
時
～
９
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
経
験
者
、

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用
料

申
11
月
15
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥

町
４
６
０
―
７
・
市
民
体
育
館
へ

メガソーラー設置促進
協議会を設立

本市では、メガソーラーの設置や施設の屋根
貸しによる太陽光発電設備の設置、環境保全、
地域経済の活性化などを推進するため、「前橋市
メガソーラー設置促進協議会」を設立しました。
この協議会の会員を募集します。

登録会員の情報は本市ホームページやチラシ
などで公開。会員同士や太陽光発電関連企業か
らの申し出によるマッチングを行います。
申所定の用紙に記入し、市役所環境政策課（☎
898‒6292）へ直接か本市ホームページで
□太陽光発電事業セミナー

大規模太陽光発電の取り組みや再生可能エネ
ルギーの全量固定買取制度、開発関係許可申請
などが分かるセミナーを開催します。
日時＝11月７日㈬午後３時30分～５時
会場＝市役所11階北会議室
対象＝一般、先着80人
申環境政策課☎898‒6292へ

ごみを燃やしては
いけません
「ほんの少しだから」「昔か

らやっているから」と安易な
気持ちで、庭や畑などでごみを燃やしていませ
んか。こうした「野焼き」は、風俗慣習や宗教上
の行事などの場合を除き禁止されています。

市には毎日のように、煙が苦手な人や洗濯物
に臭いが付いて困っている人から、野焼きへの
苦情が寄せられています。また、これからの季
節は空気が乾燥し強い風が吹くため、火災の原
因にもなります。

周りの人の迷惑になることを考え、ごみは焼
却しない方法で処理してください。
□野焼きに関するＱ＆Ａ
Ｑ　穴を掘って焼却すれば大丈夫ですか？
Ａ　適法の焼却炉以外でのごみ焼却は禁止です。
地面で直接焼却する場合のほか、ドラム缶や素
掘りの穴での焼却など、一般家庭での焼却行為
はほとんどが野焼きと考えられるため行わない
でください。
Ｑ　庭木の剪

せ ん て い

定枝や落ち葉、雑草の処分方法を
教えてください。
Ａ　市の指定袋に入れ、決められた日に集積場
所に出してください。剪定枝や伐採木は50cmに
切り、直径30cm程度の束で一回に２束まで出せ
ます。
Ｑ　剪定枝や落ち葉、雑草などが大量に出る場
合はどうしたらよいですか。
Ａ　生活環境に影響が出ない場合は、穴を掘っ
てそのまま埋めるなど、できるだけその土地に
還元させるようにしましょう。また、亀泉清掃
工場（☎269‒1783）へ事前に連絡し、自己搬入す
ることもできます。200kgまでは無料で受け入
れています。
問環境政策課☎898‒6294

太陽光発電のセミナーも開催

近所迷惑になるため


